
お 客 様 各 位

1. マーケット・レート

7月30日 7月31日 8月1日 8月2日 8月3日 Net Chg

USD/BRL Spot 2,0390 2,0450 2,0430 2,0500 2,0270 -0,0230
USD/YEN Spot 78,17 78,12 78,46 78,22 78,57 +0,3500
EUR/USD Spot 1,2257 1,2312 1,2242 1,2174 1,2376 +0,0202
BRL/YEN Spot 38,34 38,20 38,40 38,16 38,76 +0,6000

Dollar Clean 6MTH(p.a.) 1,66 1,49 1,48 1,47 1,51 +0,0428
1Year(p.a.) 2,04 1,87 1,86 1,80 1,82 +0,0208

Real Interest 6MTH(p.a.) 7,37 7,37 7,32 7,31 7,33 +0,0200
1Year(p.a.) 7,43 7,43 7,45 7,37 7,41 +0,0399

Stock Bovespa 57.241 56.097 56.292 55.520 57.255 +1.734,82
CDS Brazil 5y 132,35 134,11 131,86 133,67 129,68 -3,9870

Global 40 128,750 128,500 128,950 128,750 129,650 +0,9000

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.主要経済指標 

予想 実績 前回

-- 48.9 53

4.週間市況 、トピックス
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PIMサービス業

中銀が為替介入を行う特定の為替レン

ジは決まっていない。マーケット状況

を分析して介入判断を行う。
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 今週の為替相場は U$1=R$2.0240 で寄り付いた。 

 週初は米 FOMC や ECB 理事会を控えて追加緩和への期待からレアル買いが優勢となった。しかし、伯中銀がドル売

りスワップの期日を前にスワップロールのための入札を見送ったことからレアルは反落し、週間レアル安値とな

る U$1=R$2.0570 を付けた。 

 週央には米 FOMC を控えてリスク資産の買いが優勢となり、レアルも反発した。しかし、米 FOMC の結果が発表さ

れ、景気下支えのために必要に応じて追加緩和を講じる方針が示されたが、一部ではより踏み込んだ緩和方針が

期待されていたことから市場は一転し、リスク資産が売り戻された。 

 翌 2日は ECB 理事会が行われ、ドラギ総裁の会見で欧州債務危機解決に向けての具体策が示されなかったことか

ら市場では失望感が広がり、ユーロが急落。レアルもユーロの下落に連れて一気に 2.0500 を下抜けた。 

 週末は米雇用統計が予想を上回る結果となったことが好感されリスク資産に買いが入る中、レアルは大きく上昇

し、週間レアル高値となる U$1=R$2.0220 を付けた。その後は 2.02 台半ばを中心に推移し、結局 U$1=R$2.0270 で

越週した。 
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5.来週発表される主要経済指標

日付 予想 前回

8/6 1.45% 0.69%

8/6 -- 273579

8/6 -- 353200

8/6 -- 36001

8/6 -- --

8/8 0.99% 1.11%

8/8 -- 0.22%

8/8 0.39% 0.08%

8/8 5.16% 4.92%
8/9 0.15% 0.19%

6.来週の為替市場注目点

予想相場レンジ：2.00~2.07
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今週行われた米 FOMC では追加緩和に関する具体策の発表は見られなかった。更に、ユーロ防衛に対する積極的な姿勢を

示したドラギ ECB 総裁の先週のコメントから市場では今週の ECB 理事会で具体策が発表されるとの期待感が強まっていた

が、実際には市場が期待した程の内容とならなかったことから失望感が強まる結果となった。来週はブラジル国内におい

て特に注目される指標の発表はなく、今週同様にレアルは欧州の動向に振らされる展開が予想される。また、マーケット

参加者の夏休み入りで市場の流動性は低下しており、レアルは予期せぬイベントで大きく動く可能性があるため、注意が

必要であろう。 

 


